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令和３年度第８回千葉市建築審査会議事録 

 

１ 日 時 令和３年１２月１７日(金) 午後２時００分～午後２時５０分 

 

２ 場 所 千葉中央コミュニティセンター８階 会議室「若潮」 

千葉市中央区千葉港２－１ 

 

３ 出席者 

（１）委員 

森岡会長、岡田委員、松浦委員、山﨑委員、藤田委員、下川委員 

（２）行政庁職員 

建築部：浜田部長 

建築情報相談課：千葉課長、野口主査 

建築指導課：保科課長、内山主査 

（３）事務局職員 

建築管理課:（幹事）関谷課長補佐、（書記）中野主査 

 

４ 議 題 

（１）同意議案の経過等報告 

（２）議案の審査 

※公開の議案 

ア 議案第１号 建築基準法第４８条第１項ただし書の規定に基づく同意について 

イ 議案第２号 建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

ウ 議案第３号 建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

エ 議案第４号 建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

※非公開の議案 

オ 議案第５号 建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

（３）その他 

ア 次回の開催予定 

 

５ 議事の概要 

（１）同意議案の経過等報告 

令和３年度第７回建築審査会で審議した、議案第１号から議案第２号までの２件は

１１月２６日付けで許可した旨の報告が特定行政庁からあった。 



- 2 - 

 

（２）同意議案の審査 

ア 議案第１号 

「同意」と決定した。 

イ 議案第２号 

「同意」と決定した。 

ウ 議案第３号 

「同意」と決定した。 

エ 議案第４号 

「同意」と決定した。 

オ 議案第５号 

「同意」と決定した。 

 

（３）その他 

ア 次回の開催予定 

次回定例会の開催は、令和４年１月２１日金曜日午後２時からとした。その次の

定例会の開催は、令和４年２月１８日金曜日午後２時からと予定した。 

 

６ 会議経過 

※公開の議案 

【議案第１号】 

建築基準法第４８条第１項ただし書の規定に基づく同意について 

用途地域の特例 

病院（変更前 診療所・共同住宅）の用途変更 

（１）建築指導課説明 

議案第１号は、建築基準法第４８条第１５項の規定により、建築審査会の同意を求

めるものです。 

「１該当条項」は、建築基準法第４８条第１項ただし書、以下記載のとおりとなり

ます。また「１１その他」と致しまして、公聴会を令和３年１１月２４日に開催しま

したが、利害関係者、利害関係者以外の出席はありませんでした。 

今回の計画は、千葉県が「本市を含んだ医療圏域内における慢性期の病床不足」を

解消するために公募をかけたことから、病床が不足している状況にあった平山病院が

これに申請をし、増床を図ろうとするものでございます。しかし、既存の病院敷地内

では、増築するためのまとまったスペースの確保が困難であったことから、隣接地で
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「診療所と共同住宅」として使われていた建物をこのたび「病院」として用途変更

し、療養型の病床を増床するものでございます。しかしながら、計画敷地は第一種低

層住居専用地域に位置し、「病院」は建築してはならない用途であることから、建築

基準法第４８条第１項ただし書の規定による許可申請がなされたものでございます。 

はじめに位置と周囲の状況ですが、スクリーンをご覧ください。お手元では、最初

の画面案内図です。画面右下の下側の広域図をご覧ください。画面左斜め上が真北で

ございます。申請地は、赤文字で表示した東関東自動車道千葉北インターチェンジか

ら、西へ約４．４キロメートルの位置になります。次に画面左側の案内図をご覧くだ

さい。市道天戸町７１号線沿いの赤枠で表示した場所が申請地になります。緑枠で表

示した場所が平山病院で申請地に隣接しています。既存病院敷地は、容積率や高さ制

限の上で、これ以上の増築ができない状況になっております。 

次に用途地域図ですが、お手元では２ページをご覧ください。画面中央の赤枠で、

表示したところが申請地です。申請地の用途地域は第一種低層住居専用地域に位置し

ます。 

次に周辺土地利用現況図ですが、お手元では３ページをご覧ください。赤枠で表示

したところが申請地です。申請地の周囲には、画面下の南側、左の西側は黄色やオレ

ンジ色で着色した住居系建物が立地し、その他は、申請建物の関連施設や病院等の公

共公益施設、商業施設が立地しております。 

次に現況写真ですが、お手元では４ページをご覧ください。画面中央には写真撮影

方向を示したキープラン、キープランの周囲にキープランで示したそれぞれの方向の

写真を表示しております。写真及びキープランに、赤線で表示している部分が申請地

の境界線、青色で表示している部分が申請建物でございます。右側写真 A，B及び C

は敷地東側の隣地境界の様子、左側写真 D，E，F及び Gは敷地西側の前面道路境界の

様子、上側写真 Hは北側の隣地境界の様子、下側写真 Iは申請建物 1階及び２階から

見た敷地南側の隣地境界の様子を写しております。 

次に、配置図、建築計画概要ですが、お手元では５ページをご覧ください。画面中

央に配置図、下側に計画概要を表示しております。画面中央、配置図をご覧くださ

い。申請地は赤枠で表示したところで、申請建物は 4棟ございます。青色で表示した

➀診療所と共同住宅であるサービス付き高齢者向け住宅から用途変更する病院、それ

に附属するものとして②ポンプ庫、③倉庫１、④倉庫２の３棟がございます。敷地出

入口は、画面左側黒色の三角形で表示した２ヵ所です。病院建物の主な出入口は、病

院北側の黒色三角形で示した位置でございます。画面下側計画概要の中央、建物概要

をご覧ください。申請建物の構造、階数は、①病院は鉄筋コンクリート造、地上３

階、②ポンプ庫は鉄骨造、地上１階、③④倉庫は、鉄骨造、地上 1階でございます。
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建築面積は、病院 1,４５４.３４平方メートル、ポンプ庫と倉庫を含めると計１，４

６８．６３平方メートル延べ面積は、病院３，４２７．２６平方メートル、ポンプ庫

と倉庫を含めると計３，４４１．５５平方メートル最高の高さは病院で９．９５メー

トルでございます。申請建物①の病院は現状、１階が外来の透析クリニックである診

療所、２、３階はサービス付き高齢者住宅として使われていましたが、用途変更して

１階の外来透析は引き続き行いつつ、２、３階を透析患者の入院できる病床に変更す

るものです。 

次に、病院の１階平面図です。お手元では６ページをご覧ください。建物北側に黒

色の三角形で図示した位置が主要な出入口であり、その他、建物東側及び建物西側に

図示した位置が職員出入口やサービス出入口等でございます。下側には、変更前の１

階平面図をお示ししております。変更前は、ピンク色で表示した外来の透析クリニッ

クである診療所と緑色で表示したサービス付き高齢者向け住宅の出入口ホール、厨房

等がございました。変更後も１階は、透析室を設け外来診療フロアとして、引き続き

使用いたします。また、病棟として診察室兼処置室、CT室、厨房、防災備蓄倉庫等

がございます。 

次に、２階平面図です。お手元では７ページをご覧ください。下側には、変更前の

２階平面図お示ししております。変更前は、緑色で表示したサービス付き高齢者向け

住宅の個室、食堂等がございました。変更後の２階は、３６床の病室と入院患者専用

の透析室や食堂、浴室等がございます。 

次に、３階平面図です。お手元では８ページをご覧ください。下側には、変更前の

３階平面図をお示ししております。変更前は、緑色で表示したサービス付き高齢者向

け住宅の個室、食堂等でございました。変更後の３階は、４４床の病室と機能訓練

室、浴室等がございます。 

次に、屋根伏図です。お手元では９ページをご覧ください。赤枠で表示されたのが

防音パネルの設置位置になります。赤枠の中に空調室外機を設置することによる騒音

対策として設置いたします。下の図が防音パネルの断面図でございます。 

次に病院の立面図です。お手元では１０ページをご覧ください。上段の図が北立面

図、中段の左図が東立面図、中段の右図が西立面図、下段の図が南立面図でございま

す。青色で着色された部分が今回の改修範囲になります。屋上に防音パネルを設置

し、一部外壁面で開口部の改修をいたします。 

次に、病院の断面図です。お手元では１１ページをご覧ください。断面位置は各階

平面図にございますが、上側が X-X断面図、下側が Y-Y断面図でございます。X-X断

面図をご覧ください。最高高さは、９．９５メートルでございます。 

次に、ポンプ庫、倉庫の平面図、立面図、断面図です。お手元では１２ページをご
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覧ください。上段の左側がポンプ庫、上段の右側が倉庫１、下段の左側が倉庫２の平

面図、立面図、断面図でございます。 

次に、第一種低層住居専用地域内での等時間日影図です。お手元では１３ページで

ご覧ください。日影は防音パネルの高さを含め、建築基準法の基準に適合しておりま

す。 

次に、第一種中高層住居専用地域内での等時間日影図です。お手元では１４ページ

でございます。申請地西側に用途境界があるため検討しておりますが、日影は防音パ

ネルの高さを含め、建築基準法の基準に適合しております。 

次に、１５ページ、「環境配慮図」をご覧ください。画面下部に記載の通り騒音対

策として、騒音源の室外機について、防音パネルを設置し、千葉市の騒音基準を満た

した計画でございます。振動につきましては、近隣へ振動を伝搬させる機器等はござ

いません。交通として、敷地の車両出入口の見通しを確保することで通行者の安全に

配慮し、また、道路からの引込を十分に確保することで、前面道路の交通渋滞に配慮

した計画でございます。駐車場については、実態調査、ピーク時の想定より敷地北側

に２５台、敷地東側に職員用１３台を確保いたします。排水処理として、汚水につい

ては、変更前から下水道へ接続していますが、用途が変更しても排水量は基準値以下

で下水道に排水する計画でございます。緑化については、敷地の 20％の緑化を確保

し、千葉市工場等緑化推進要綱に適合しております。以上のことから、良好な住居の

環境を害するおそれがないと認められるため、許可したく同意を求めるものでござい

ます。 

 

（２）質疑意見等 

松浦委員 既存建物を壊すのではなく、用途の変更ということでよろしいでしょうか。 

保科課長 その通りです。既存建物は壊さず、用途変更になります。 

松浦委員 住居の環境を害するおそれがないということで、屋上に防音パネルを設置す

る計画になっていますが、これは従前より騒音が大きくなる為でしょうか。 

保科課長 計画敷地の用途地域は第１種低層住居専用地域であり、規制基準４０ｄB以

下となるように設置するものです。 

松浦委員 防音パネルを設置することで４０ｄB以下になることは、計算等によって確

認していますか。 

内山主査 計算によって確認しています。 

下川委員 救急患者は受け入れるのでしょうか。 

保科課長 救急患者の受入はありません。 

下川委員 用途変更にあたって、廊下幅は十分に確保されていますか。 
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内山主査 従前から、廊下幅が１．６ｍ以上確保されていることを確認しています。 

 

 

【議案第２号】 

建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

（包括同意基準２－３に適合） 

敷地等と道路との関係の特例 

一戸建ての住宅の新築 

（１）建築情報相談課説明 

議案第２号は、建築基準法第４３条第２項第２号の規定により、建築審査会の同意

を求めるものです。該当条項は、「建築基準法第４３条第２項第２号」です。申請者

以下は議案書に記載のとおりです。本案件は包括同意基準２－３に適合するもので

す。 

始めに「位置図」ですが、お手元のパソコンの資料１ページをご覧ください。計画

敷地は、ＪＲ外房線「鎌取駅」より西へ約３．１㎞、案内図では、生実池から南東に

約２００ｍに位置する赤線で囲まれた場所で、黄色で塗られた部分が今回ご審議いた

だく通路です。赤い丸印は消火栓の位置を示しております。 

次にスクリーンと併せてパソコンの資料２ページをご覧ください。「現況図兼計画

図」です。計画敷地は赤線で囲んだ場所で、計画建物は、木造２階建て一戸建ての住

宅を建築するものです。黒三角は玄関の位置を示しています。黄色で塗られた部分が

通路で、現況の幅員は４．０ｍで、延長長さは２２．９１５ｍです。通路部分は砂利

敷き一部アスファルト舗装がされており、雨水排水は浸透桝にて処理のうえオーバー

フロー分を通路のＵ字溝に、また、汚水排水は公共下水管に放流する計画となってお

ります。法第４３条のただし書きの経過につきましては、過去に扱った経過はありま

せん。 

次に、資料３ページの「包括同意基準２の３に適合するチェックシート」をご覧く

ださい。（１）イの欄、通路の現況幅員は４．０ｍあります。 ウの欄、通路の延長

は２２．９１５ｍで、６０ｍ以内です。オの欄、通路部分の権利者より通行の承諾が

得られております。（５）敷地面積は１４３．２０㎡です。その他、適合表に記載の

とおりです。以上のように本案件は、包括同意基準の２の３に適合しています。 

道路位置指定につきましては、隅切りの設置の協力等が得られないため指定を受け

ることができませんでした。 
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（２）質疑意見等 

なし 

 

 

【議案第３号】 

建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

（包括同意基準２－３に適合） 

敷地等と道路との関係の特例 

一戸建ての住宅の新築 

（１）建築情報相談課説明 

議案第３号は、建築基準法第４３条第２項第２号の規定により、建築審査会の同意

を求めるものです。該当条項は、「建築基準法第４３条第２項第２号」です。申請者

以下は議案書に記載のとおりです。本案件は包括同意基準２－３に適合するもので

す。 

始めに「位置図」ですが、お手元のパソコンの資料１ページをご覧ください。計画

敷地は、千葉都市モノレール「天台駅」より北東へ約 400ｍに位置する赤線で囲まれ

た場所で、黄色で塗られた部分が今回ご審議いただく通路です。赤い丸印は消火栓の

位置を示しております。 

次にスクリーンと併せてパソコンの資料２ページをご覧ください。「現況図兼計画

図」です。図の左側が北となります。計画敷地は赤線で囲んだ場所で、計画建物は、

木造２階建て一戸建ての住宅を建築するものです。黒三角は玄関の位置を示していま

す。黄色で塗られた部分が通路で、現況の幅員は４．０ｍで、延長長さは３９．０ｍ

です。通路部分はアスファルト舗装がされており、雨水排水について宅地内は浸透桝

にて、通路は接続する建築基準法道路のＵ字溝にて処理し、汚水排水は通路内の公共

下水管に放流する計画となっております。 

法第４３条のただし書きの経過につきましては、通路沿いのＡ、Ｂと記載された

敷地において、記載された年に一戸建て住宅建築の際、建築審査会の同意を頂き許可

しております。次に、資料３ページの「包括同意基準２の３に適合するチェックシー

ト」をご覧ください。（１）イの欄、通路の現況幅員は４．０ｍあります。ウの欄、

通路の延長は３９．０mで、６０ｍ以内です。オの欄、通路部分の権利者より通行の

承諾が得られております。（５）敷地面積は１９７．５２㎡です。その他、適合表に

記載のとおりです。以上のように本案件は、包括同意基準の２の３に適合していま

す。 

道路位置指定につきましては、隅切り、転回広場の設置の協力等が得られないため
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指定を受けることができませんでした。 

 

（２）質疑意見等 

岡田委員 申請敷地北側について、敷地との高低差が２m以上ありますが、安全性に問

題はないでしょうか。 

千葉課長 計画建物は杭基礎を予定しており、がけ条例に適合しております。 

 

 

【議案第４号】 

建築基準法第４３条第２項第２号の許可の同意について 

（包括同意基準２－３に適合） 

敷地等と道路との関係の特例 

一戸建ての住宅の新築 

（１）建築情報相談課説明 

議案第４号は、建築基準法第４３条第２項第２号の規定により、建築審査会の同意

を求めるものです。該当条項は、「建築基準法第４３条第２項第２号」です。申請者

以下は議案書に記載のとおりです。本案件は包括同意基準２－３に適合するもので

す。 

始めに「位置図」ですが、お手元のパソコンの資料１ページをご覧ください。計画

敷地は、ＪＲ外房線「誉田駅」より南西へ約１．２km、案内図では、千葉市立誉田小

学校から南西に約６００ｍに位置する赤線で囲まれた場所で、黄色で塗られた部分が

今回ご審議いただく通路です。赤い丸印は消火栓の位置を示しております。 

次にスクリーンと併せてパソコンの資料２ページをご覧ください。「現況図兼計画

図」です。計画敷地は赤線で囲んだ場所で、計画建物は、木造平屋建て一戸建ての住

宅を建築するものです。黒三角は玄関の位置を示しています。黄色で塗られた部分が

通路で、現況の幅員は４．０１２～５．８７１ｍで、延長長さは２４．６ｍです。通

路部分はアスファルト舗装がされており、雨水排水は、通路のＵ字溝に、宅地内の雨

水排水は敷地内の浸透桝にて処理し、汚水排水は公共下水管に放流する計画となって

おります。法第４３条のただし書きの経過につきましては、通路沿いのＡ～Ｃと記

載された敷地において、記載された年に一戸建て住宅建築の際、建築審査会の同意を

頂き許可しております。 

次に、資料３ページの「包括同意基準２の３に適合するチェックシート」をご覧く

ださい。（１）イの欄、通路の現況幅員は４．０１２～５．８７１ｍあります。ウの

欄、通路の延長は２４．６ｍで、６０ｍ以内です。オの欄、通路部分の権利者より通
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行の承諾が得られております。（５）敷地面積は２６４．５１㎡です。その他、適合

表に記載のとおりです。以上のように本案件は、包括同意基準の２の３に適合してい

ます。 

道路位置指定につきましては、隅切りの設置の協力等が得られないため指定を受け

ることができませんでした。 

 

（２）質疑意見等 

松浦委員 申請敷地東側に通路状の土地がありますが、こちらの取り扱いを教えてくだ

さい。 

千葉課長 過去に４３条ただし書き許可を行ったことのある通路です。今回の計画にあ

たっては、一部所有者が不明であった為、申請敷地西側を通路として許可申

請が為されています。 

松浦委員 申請敷地東側の通路は、建築基準法上の道路ではないということでしょうか。 

千葉課長 その通りです。 

下川委員 通路が接続する、法４２条第１項第１号道路と法４２条第１項第３号道路の

境界はどこでしょうか。 

野口主査 L字型に屈曲した部分までが法４２条第１項第１号道路で、法４２条第１項

第３号道路が接続する形となっています。 


